
量子論は19世紀末のプランクによる黒体輻射の研究で幕開けし，ハイゼンベルグやシュレーディンガーによる量子力学の定式化を経

て，今なお発展し続けている物理学の理論です．その応用範囲は素粒子物理学や物性物理学などの伝統的な物理学の分野にとど

まらず，近年メディアでも取り上げられる機会の多い量子コンピューターなどの情報科学にまで及びます．

私はこの量子論（場の量子論や量子力学）を分野にこだわることなく研究しています．特にこれまではコンパクトな余剰次元を持つ

ゲージ理論や重力理論の研究，ウンルー効果を用いた有限温度共形場理論の研究などを行なってきました．前者は素粒子物理学へ

の応用を念頭においた場の量子論の研究で，後者は場の量子論それ自身の研究です．また，量子力学における点状相互作用の研

究や厳密に解ける1次元量子多体系の研究なども行なってきました．前者は量子力学で現れうる短距離相互作用の低エネルギーで

の振る舞いを統一的に扱うための基礎研究で，後者は冷却原子系などへの応用を念頭においた量子力学の多体問題の研究です．

最近はこれらの研究テーマに加えて量子情報科学への応用を念頭においた量子ウォークの研究なども行なっています．
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量子論の基礎研究

ウンルー効果で本質的役割を果たす共形キリングベクトル場 1次元量子力学における点状相互作用の繰り込み群のフロー
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